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・岡 野 進:「 石 の 夢 」一 否 定 性 の 美 学 の た め に
・MiyukiFuruichi:ThomasMannsLeit-
motivgestaltung-amBeispielder。Bud・
denbrooks``
・斉 藤 寿雄:リ ル ケの<Wirklichkeit>考
・服部 精 二:Bauの 測量 師 一 く 自己観 察 〉の
意 味す るもの一
・寺 尾格:「 再 会の三 部 作 」論 一ボー ト・シュトラ
ウス論 のため のドラマトゥル ギー分 析 の試 み 一
・本 橋右 京:カ フカ試 論1-「 樹 木 」を形 成 する
視 点 一
・古 市み ゆき:『 ヨゼフとその兄 弟』試 論
・伊 狩 昌 子:ノ ヴァー リスの 神話 観 と『オフターデ
インゲン』
・YoshihikoSaito:EineStudiezum
,,AntonReiser".AutobiographieoderRo-
man?
・YoichiroHieda:DieSatireimmittel-
niederdeutschenEpos,,ReinkedeVbs``
く亭
蒔.^岬、,凸,、岬 吊凸 凸,鷹許、吊,、凸 艀,吊,毛吊幹 ウ冗 ℃ 踊 浄""許
・初 見基:追 想 する現在 一ヴァルター ・ベ ンヤ ミ
ン『歴 史 の概念 について』に寄 せ て一
・保 阪泰 人:sein+zu不 定詞 構 文 について
・『YoshihikoSaito:EineS七udiezurlitera-
rischenKreatiVitat
・中 川 浩:ホ フマンにおける夢 の境 位
・上 田信 一:シ ュティフター の「晩夏 」
・高 野 秀樹:『 トンカ』ノー ト ー 「日記 」より
・五 十 畑茂:テ ルレス論 一Epiphanieの位 相
・(寄稿)副 島善 道:「 客観 的 合 目的性 」による主
観の 自己回 帰
・MiyukiFuruichi:DerWandeldesMin・
nebegriffeszwischendemfrUhendonau--
Iandischenunddemrheinlandischen
Minnesang-amBeispieldesKuren-
bergersund]囲edrichsvonHausen
・初 見秀 子:読 む試 み 一クリスタ=ヴ ォル フの『カ
ツサンドラ』一
・小 野森 都 子:「 ホ ンブルク公 子 」論
・斉 藤 寿雄:「 所 有な き愛 」の展 開 一 リル ケ試論
ll
・初 見基:こ とばという関係 一 ヴァル ター ・ベ ンヤ
ミン『言語 一般 について、そして 人 間の 言語 につ
いて』再読
・MiyukiFurUichi:MechthildvonMag-
deburg
・MiyukiFuruichi:HugovonHofmanns・
thalsRei七ergeschich七e
・MiyukiFuruichi:ttDeutsch"und
DeutschtumbeiFriedrichNietzsche
灘錨 勲謬灘難鑛
・小野森都子:ロ ーベルト・ヴァルザー「助手」試
論
・芳賀和敏:イ ンゲボルク・バッハマン、ある「伝
記」の試み
・中島大輔:ジークフリー ト・レンツにおける「認識」
の問題 一『模範』を中心に一
灘 嚢灘 難 灘 纒 灘懸
・小 野 森都 子:ロ ー ベル ト・ヴァル ザー 「ヤ ーコプ ・
フオン ・グンテン」について
・館 石 宏 明:ゲ オル ゲの拝情 詩 一 序 論として
・須 藤 正美:フ ランツ ・カフカ ー言 語 の問 題
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・伊藤直子:ロ ーベルト・ヴァルザーの夢幻性に
ついて
・田丸理砂:「ユダヤ人のブナの木」について
・小林英起子:『賢者ナータン』一成立史に関す
る一考察一
・宮内伸子:カ ール・ヴァレンティンの言葉遊び
・田丸理 砂:「 異 なっていること」 一ドロステ=
ヒュルスホフの作 品について 一
・小 粥 良:《 塔 》 《テユケー 》 《 時 間 》 一フ
ーゴー ・フオン ・ホー フマンスター ルの『塔 』をめぐ
る考 察 一
・田島 正行:『 エクスター ゼの形 而 上 学』序 論
一L・クラーゲスの エロー ス論(E)
・EkikoKobayashi:DerT()leranzgedanke
inLessingsDramatischemGedichte
,,NathanderWeise"
・須 藤 正美:細 部 に 向けられ た凝 視 一 力フカの
『村 医者 。小 品 集』について
・YUichiFuruya:UberdenBegriffder
IroniebeimfrtihenFriedrichSchlegel,
・EkikoKobayashi:]lessings
"Der
Freigeist``-einernstesLustspie1?一
・依 岡 隆 児:Nichtsistrein一 ギ ュ ンター ・グ
ラス 『犬 の 年 』にお け る 現 実 認 識 をめ ぐって 一
・古 屋裕 一:初 期 ヴァル ター ・ベ ンヤミンにおける
媒 質 的展 開 運動
・石 田基 広:中 世 ユ ダヤ ・ドイツ語 版 民 衆本 につい
て
・許 光 俊:Farin編 集のSacher-Masoch資
料集について
・須藤直子:『寄宿生テルレスの迷い』の数学概
念を巡って
・武田竜弥:思 想家としてのヘルマン・プロッホ
ーその価値論・認識論・文学論についての考察一
・久保庭孝:宿 なし人間の神話 一『ルーネンベ
ルク』に見る「放浪」の形態一
・小谷民菜:ハ イネの「造形性」と『フロー レンスの
夜』
・内藤康裕:暗 黙知の次元 一E!皿A。ホフマンの
「ベートー ヴェン:第五交響曲」論一
・伊藤直子:浮 遊する断片あるいは世界 一ロー
ベルト・ヴァルザー作『タナー兄弟』について一
・笠井実:バ ベルの塔 一ホーフマンスタールの
戯曲『塔』における架橋しがたい溝について一
・花川秀樹:ノヴァーリスの哲学的出発点に関す
る考察
・松浦賢:小 説形式から見た『騎士グルック』
一対話体と対位法一
麟灘雛 辮織灘纏雛
・松浦賢:音 楽小説としての『砂男』一「目玉」
の対位法一
・田丸理砂:「わたし」であることの不純 一インゲ
ボルク・バッハマンの作品集「三十歳」一
・笠井実1ホ ーフマンスタールの『昨日』一自足
性から他者性への軌跡一
・花川秀樹:初 期ロマン派におけるニヒリズムと想
像カ ーシュレーゲルとノヴァーリスー
・武田竜弥:思 想家としてのヘルマン・プロッホ1
一その群集狂気論・政治論についての考察一
・田丸理砂:は じまりの物語 一ビルギット・ヴァン
44
『独文論集』 『METROPOLE』バ ックナ ンバー
デルベーケの『貝料理』について一
・花川秀樹:ノヴァーリスの世界像に関する考察
一哲学断片および後期詩編に即して一
・許光俊:恐 怖の諸様相1一 工一ヴァースの
く蜘蛛〉の分析一
・中川浩:ヒ ルベルと子ども像
・伊藤直子:ロ ーベルト・ヴァルザー初期の詩を
めぐって
・内藤康裕:ア ルカディアに生けるものたち 一E.
T.A.ホフマンの「牡猫ムルの人生観」について一
・小谷民菜:『 フランスの画家』における言葉の
変容の層について
・川原美江:ヤ ーコプ・グリムの象徴作用に関す
る考察
・松浦賢:『 牡猫ムルの人生観』と小説形式のメ
カニズム ー諦念の対位法一
・笠井実:「秘儀の空間」一ホーフマンスタール
の初期短編小説、その核心一
・花 本 美 恵:ゲ オ ルク・ビューヒナ ー の『レンツ』
一 「子ども」のモチー フについて 一
・笠 井 実:審 美 主 義 の牢獄 一初 期 ホーフマン
スター ル とダヌンチオ ー
・内 藤康 裕:サ イバネティクスと疑 似 原 始 社 会
一E.T.A.ホフマンの 自動 人形 一
・花 川秀 樹:Novalisにおける内省 と人 生 一 自
己救 済 の一 方法 一
・川原 美 江:グ リム童 話解 釈 の陥 穽
・久保 庭 孝:メ ランコリー とファンタジー-Lテ ィ
ー ク『フランツ ・シュテル ンバル トの遍 歴 』試 論 一
・川原 美 江:ヤ ーコプ ・グリムにおける法と伝説 の
発生論
・黒子康弘:リルケの《物の詩》とその起源につい
て
・田丸理砂:`女 の子 であること 一ウニカ・ツユ
ルンの『暗い春』について
・内藤康裕:ホ フマンの現代歴史学 一ゼラピオ
ン同人集予備的考察一
・松本誠一郎:自 己懐疑の文学
・米本晶:〈 カへの意志〉の思想圏
・中川裕之:前 置詞句副詞規定の文頭化につい
て
綱 島寿秀:「うごき」としての詩
・田丸理砂: ,,Madchen"という運動 一ワイマー
ル 共和国時代の文学作品における女性ホワイト
カラーについて一
・黒子康弘:ドゥイノの《天使》とポイエーシス
ーR.M.RILKE《ドゥイノの悲歌》研究序説一
・川原美江:し るしと伝説発生論 一ヤーコプ・グ
リム初期論考を巡って
・米本晶:〈 肯定〉の諸相とくカへの意志〉
・松本誠一郎:人 間への賞賛
・高本教之:E .T.A.ホフマンの〈円〉(Kreis)の
モティー フについて 一初期ノヴェレ『砂男』『Gの
イエズズ教会』『クレスペル顧問官』論一
・川原美江:変 容する媒介項 一初期ヤーコプ・
グリムにおける伝説の歴史性について一
・菊本薫:『或る手紙』について
・黒子康弘:リ ルケの詩学についての覚書き 一
R.M.リルケ『時祷書』第2部 巡礼の書 第16
篇をよむ一
・久保庭孝:ス イス派の想像力論
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・菅原 美 佐:オ スカー ・シュレンマー の舞 踊舞 台
様 式 一 そのコスチュー ム ・バレエにお ける動 力
学 的な空 間 遊 戯
・田丸理 砂:ワ イマー ル 共和 国 時 代のレスビアン
小 説 一 アンナ ・E・ヴァイラオ ホ の『ス コル ピオ
ン』からクリスタ・ヴィンスロー の『制 服 の処 女 』ま
で一
・渡 辺 幸 子:可 能 性 のユ ートピア ーR・ムージル
『特 性の ない男』における<Reflexion>一
・綱 島寿 秀:「 松葉 杖 、おまえ翼よ_」一"Die
Niemandesrose"の空 間についての一考 察
・米本 晶:ニ ーチェにおけるく 生 〉と多様 性 の問
題の周 辺
・黒 子康 弘:ポ エジー のオデュッセイ ーR.M.リ
ルケ『ドゥイノの 悲歌 』の詩 的世 界 一
・小野真紀子:M .オーピッツ『ニンフヘルツィー
ニエの牧歌』一小宮廷の庭を映す鏡一
・菊本薫:『672夜のメルヒェン』における生一そ
の提示技法と構造一
・綱島寿秀:閾 を越える言葉
・平井敏晴:ハ ウケの死における愛のモチーフ
・渡辺幸子:R・ムージル『合一』の感覚的世界
・高本教之:隠 された聖家族像 一E.T.A.ホフマ
ンの『悪魔の霊液』論(1)
・小野真紀子:楽 園の記憶:結実協会の植物図
譜について
・平井敏晴:シ ュトルムにおける死と愛の対位法
・菅原美佐:シ ュライアー演劇の可能性一その
演劇共同体における言語音実験
・川原美江:
一テ・プロップ・レヴィ=ストロースを中心に一
・渡辺幸子:受 苦の聖女 一ムージルにおける宗
教性をめぐって一
・田丸理砂:Madchenからの脱出 一マリー ルイ
ーゼ・フライサーの散文作品について
・渡辺幸子:未 来への回帰 一『三人の女』にお
ける神話性について
・星屋雅博:『RhetoricaadHerennium』の
類似性認識 一simihtudoとimagoの相違
・西野路代:ム ージル『特性のない男』における
非人称性(その1)
・菅原美佐:クラウス・パイマンの《政治的》演劇と
その戦略 争点としての劇場あるいは克服されざ
る啓蒙主義一 トー マス・ベルンハルトの《政治
的》ドラマ『英雄広場』上演の場合
・米本晶:「悲劇の再生」と「悲劇的牧歌」一初期
ニーチェにおける二つのヴァーグナー観一
・池谷尚美:バ ッハマン『マーリナ』における「永遠
の戦争」をめぐって
・平井敏晴:クリングゾール・メルヒェンにおけるガ
ルヴァニズム ーノヴァーリスにおける自然科学
のポエジー化に関する一考察
・宮城保之:流 諦のなかの映像 一W.ベンヤミ
ンと写真の神学的諸相一
・菅原美佐:演 劇の終焉?一 フォルクスビューネ
における生産的破壊の試み
・西野路代:ア ガーテは本当にいるのか?一『特
性のない男』における「虚構の構造」一
・山路みどり:慣 用句における形態・統語的な特
徴と意味構造一名詞のWortpaareにおいて一
『昔話の形態学』をめぐって 一ゲ 麟霧欝鞭縷饗畿簸塗灘 鐡
・山川 浩央:E .T.A.ホフマンと幽 霊 一ホフマンに
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おけるイメー ジ伝 達 の諸 様 相 ファンタスマゴリア
/ファントー ム/固 定観 念 一
・豊 倉 尚:イ カロスと天 空サ イボー グのあいだ
一第 一 次大 戦 飛 翔論 序 説
・YasuyukiMiyagi:KantsSUnde㎡all:
DieTragweitevonWalterBenjamins
"UberdasProgrammderkommenden
Philosophie``
・(書評)池谷 尚 美:IngeborgBachmann:
IchweiBkeinebessereWelt.Unver6ffent
licheGedichte
・(書評)山路 みどり:HaraldBurger:Phra-
seologie--EineEinfUhrungamBeispiel
desDeutschen.
deutungderErl6sunginLohensteins
Trauerspiel'Sophonisbe,(Zusammenfas-
sung).
・田 丸理 砂:「 モダン・ガール 」と「書 くこと」 一 『紳
士は ブロンドがお好 き』,『フェイク・ガー ル』をめぐ
って一
・関聡 美:ベ ル リン ・ヴォイド… ダニエル ・リベス
キ ント 「ユダヤ 博物 館 」
・『YasuyukiMiyagi:Zurdialektischen
ProfanitatinBenjaminsO乃ereinige
MotivebθlBaude7afre.
・(翻訳)池 谷 尚美:イ ンゲボル ク・バッハ マンの
翻 訳 二 編 『真 理 は人 間 へ の過 大 な要 求 ではな
い.一戦 争 で失 明 した人 た ちの ため の放 送 劇 賞
受 賞 講 演 演説 一』/『アントン=ヴ ィルトガンス 賞
受 賞 演説 』
・(東京 都 立大 学 行事 報 告)池 谷 尚美:2001年
5月18日 フェル ディナント・シュマッツ氏講 演 会
「現 代 オーストリアの詩 と詩 論 」
・Metropole24合評 会報 告
・荻 原 耕 平:リ ルケの詩 『魔 術 師 』について
・池 谷 尚美:イ ンゲ ボルク・バッハマンの遺 稿 詩
SchalmauerとWenzelsplatzを読 む
・(翻訳)小野 真 紀子:ロ ーエンシュタインの詩の
翻 訳2編
・(東京都 立 大 学 行 事 報 告)吉 田達 也:ト ー マ
ス ・ブル スィヒ氏 講 演 会 「東 ドイツの青 春 」
・(東京都 立 大 学 行 事 報 告)矢 島裕 之:ト ー マ
ス ・ブル スィヒ氏 朗読 会,dmkUrzerenEnde
derSonnenallee``より
・Metropole25合評 会 報 告
・馬 場浩 平:没 落と芸術 批 評 の交叉 す るところ
ヘー ゲル 美 学 にお ける造 形 芸 術 へ の現 実 主 義
的な 眼差 しについて
・(翻訳)小 野真 紀 子 訳:ア ンソロジー 魂 の画廊:
ロー エンシュタイン叙 情詩6篇
・(作品紹 介)白木 和 美:UlrichvonZatzik・
hoven,,Lanzelet``
・(特別 寄稿)福 本 義 憲:二 度 忘 れ られ た男
一フランク・アルナウ
ー 特別 会 員 岡部 仁 教 授追 悼 号一 一
・宮城 保 之:岡 部 仁 先生 の想 い出
・池 田信 雄:弔 辞
・岡部 寿 子:喪 主 の挨 拶
・福 間健 二:岡 部 さんが亡 くなった
・吉田達也:ド イツ軍国主義批判の論理 一トゥ
ホルスキー『ミリタリア』とカー『危機の二十年』一
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『独文論集』『METROPOLE』バ ックナンバー
・宮城保之:ヴィルヘルム・カムラー のく人俗性 趨 醗縁嚢鐵i灘熱 麟鎌
〉理 解
・西 野 路 代:「 ドイツ語 教 員養 成 講 座」に参加 して
・(東京 都 立 大 学 行 事 報 告)三 田 一 彦:ヨ ー ゼ
フ ・ヴィンクラー 氏 朗 読 会(2004.11.416:00
～)
・荻原耕平:
山々に置き去られ』と第1次 世界大戦
・星屋雅博:直 喩 古典修辞学的考察
・三田一彦:リ ルケの》dasLeere《《についての長
めの注釈
・荻 原 耕 平:「夜 の発 見 」一 リル ケの詩 ,,Diegro-
BeNacht"について
・福 本義 憲:オ ットー ・ゾイカの初 期 幻 想 小説 に
おけるMachtの諸 相
・(読書 ノー ト)三田一彦:読 書ノー ト「グローデク」
・東京 都 立 大学 行 事 報告
・Metropole29合評会 報 告
・白 木 和 美:UlrichvonZatzikhoven作
,,Lanzelet"におけるMantelprobeをめぐって
・西 野路 代:多 言 語 教 育としてのドイツ語 の可能
性 一 あるクラスのレポー トから 一
・宮 城 保 之:世 俗 化 と象 徴 パウル ・ティリッヒ
の象徴 論 を手がか りに
・METROPOLE30合評 会 報告
・横 山 明弘:「 事実 の認 容 文」と「仮 定 の認 容 文」
の枠 組 みIrrelevanzkonditionaleを如 何 に
位置 づけるか
・小 倉 直子:〈 イディッシュ演劇 〉研 究序 説 イ
ディッシュ文 化概 論 一 ホロコースト前 夜 まで一
・犬 飼彩 乃:キ ャリバンの行 方
・宮城保之:〈 聖なるもの〉は翻訳されうるか
一世俗化論によるベンヤミン解釈の問題点と今
日の焦点
・高本教之:モザイク模様の舞台 一クリー ゲンブ
ルク演出の『ハイルブロンのケートヒェン』一
・池谷尚美:ド イツ語教員派遣研修プログラム参
加報告
横 山明弘:カ フカの暗号を解く一十一人の息
子たちと十一編の物語との対応へのひとつの試
み一
・糸瀬龍:エ ルンスト・ユンガーの〈新〉ナショナリ
ズムについて
・犬飼彩乃:私 語が学習言語に変わるとき一ドイ
ツ語コミュニケーション授業活性化に関する実践
的考察
・高本教之:「間」と「魔」-H.v.クライストの戯曲の
ト書きにおけるいくつかの「間」について
・小倉直子:「故郷」から遠く離れて一イディッシ
ュ演劇がニューヨークで手探りしたもの
・犬飼彩乃:ドロン・ラビノヴィチ氏朗読会報告
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